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Ｔ ＯＴ Ｏ グループは、水まわり を中心とし た、豊かで快適な生活文化を 創造すること で、社会の発展に貢

献する企業を 目指し ています。持続可能な世界の実現のためには、Ｔ ＯＴ Ｏグループの果たすべき役割

である節水技術の追求とと も に、地域の事情に精通し 、地域を支える団体の活動が欠かせません。

そこ で、Ｔ ＯＴ Ｏグループは2 0 0 5 年度に「 Ｔ ＯＴ Ｏ水環境基金」を設立し 、水にかかわる環境活動に継続し

て取り 組む団体への支援を続けています。企業による一時的な物資や資金の支援だけではなく 、団体を

支援すること で持続的な発展を目指し ています。

Ｔ ＯＴ Ｏ 水環境基金

ス テ ーク ホルダーの皆様の想いに応じ て 拠出額を 算出

助成金は、お客様の節水商品購入による節水効果、株主様の寄付賛同、TO TO グループ社員のボラ ンティ ア・ 寄付などの参加人数を

金額換算し 、TO TO のマッ チングにより 決定さ れます。ステーク ホルダーのかかわり が増すほど助成金が増えていく 仕組みです。

社会課題への意識の向上

TO TO 水環境基金と のかかわり を き っ かけに、社内外のステーク ホルダーの社会課題に対する意識が向上するこ と で、活動の輪

が大き く 広がっ ていき ます。

地域を 支え る 団体を 助成

グループ社員から 選出さ れた選考員が「 水環境にかかわる課題を共に解決し たい」と いう 想いを

も っ て、「 地域に根差し た活動と なり えるか」「 一過性の活動ではなく 、継続性があるか」と いう 点を

中心に選考を行い、助成先団体を採択し ています。助成先団体のネッ ト ワーク づく り を目的と し た

「 助成先団体交流会」を毎年開催し ています。

地域社会と の協働
助成先団体の活動に地域の方と と も に、TO TO グループ社員も 参加し ていま す。助成期間終了後

も 、助成先団体をはじ めと する地域の皆様と の交流は続き 、年々活動の輪が広がっ ています。

「 TO TO 水環境基金」 の新し いロゴに込めた想い

水源のはじ ま り を 象徴する「 し ずく 」を モチーフ に水の大切さ を 印象づけ、内包さ れる 青と 緑で描かれた三角形の

幾何学模様が、水と 環境の密接さ と 、こ の取り 組みが世界に波及し ていく 様子をデザイ ンし ています。 

水が元来も つ美し さ と と も に、地球環境の大切さ を 伝える 意図が込めら れています。

ステ ーク ホルダーの皆様の
想いに応じ て拠出額を 算出

節水商品のご購入によ る節水効果

上記3 つの拠出へのマッ チング

ボラ ンティ ア活動への参加人数

株主優待制度による寄付

お客様

株主様

社  員

TO TO

国  内

地域を 支える 団体を 助成

海  外

地域に根差し た水にかかわる 環境活動を支援

水環境や生物多様性の保全・ 再生に

つながる実践活動

水資源保護や衛生的かつ快適な

生活環境づく り に向けた実践活動

社会課題への意識の向上

助成先団体の活動に

地域の方と と も に

TO TO グループ社員も

参加

地域社会と の協働

TO TO 水環境基金のし く み
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第18 回（ 1 年目）  助成先団体一覧

N o . 団体名 プ ロジェ クト 名 主な 活動地域 ページ

第17 回（ 2 年目）  助成先団体一覧

N o . 団体名 プ ロジェ クト 名 主な 活動地域 ページ

第16 回（ 3 年目）  助成先団体一覧

N o . 団体名 プ ロジェ クト 名 主な 活動地域 ページ

小泉ユニバーサルビ ーチユニット
水環境を整え自然界を保全し ていく まちづく り

― 海・ 山・ 川・ ビオト ープがある町 ―
宮城県気仙沼市1 7

庄内自然博物園構想推進協議会
市民参加型の湿地資源の活用と 循環による

持続的な湿地再生と 地域文化の継続の可能性の検討
山形県鶴岡市2 8

公益財団法人 アジア協会アジア友の会
住民主体のごみ管理

クリ ーンでグリ ーンな地域・ 学校・ 水環境のために
フィ リピン ソルソゴン州8 14

N PO 法人 コ ンフ ロント ワールド ウガンダでのト イレ建設、貯水タ ンク建設、石鹸生産 ウガンダ共和国 ブタ ンバラ 県12 18

N PO 法人 さ ざなみ とり もどせ! ぼく たち の海 千葉県習志野市3 9

N PO 法人 おおいた環境保全フォーラ ム 豊かな水環境を目指す 別府湾エコ  コ ースト プロジェクト 大分県大分市・ 別府市・ 日出町・ 杵築市7 13

認定N PO 法人 ウォータ ーエイド ジャパン インド  ビハール州における水・ 衛生プロジェクト インド  ビハール州 バーガルプル県9 15

認定N PO 法人 道普請人 泉の保護、植林を通じ た強靭なコ ミ ュニティ 整備 ウガンダ共和国 ムコノ 県11 17

N PO 法人 カラカネイト ンボを 守る会

あいあい自然ネット ワーク
あいの里でト ンボを指標に豊かな水環境をつく ろう！ 北海道札幌市14 20

N PO 法人 オオタ カ保護基金 サシバの里ハスの花咲く 水辺と 生きも の復活プロジェクト 栃木県芳賀郡17 23

N PO 法人 おちかわの里 落川交流センタ ー・ 森と 水の再生事業 東京都日野市18 24

N PO 法人 環境とく しまネット ワーク せとう ち・ 鳴門「 ゴミ 箱になった海」再生化プロジェクト 徳島県全域・ 香川県東部地域20 26

N PO 法人 暮らし・ つながる森里川海
湖南いきも の楽校プロジェクト

「 子ども が元気、生き物元気、地域が元気」
神奈川県平塚市19 25

認定N PO 法人 改革プロジェクト 子ども の意欲を育む環境教育プログラムの展開 福岡県宗像市15 21

一般社団法人 ふく おかFU N 「 海を元気にする海草」アマモ場再生・ 造成プロジェクト 福岡県福岡市16 22

認定N PO 法人

エバーラ スティ ング・ ネイチャー

絶滅危惧種であるウミ ガメ 類の海洋ゴミ 誤食調査と

普及啓発
小笠原、関東地域4 10

一般社団法人

モザンビ ーク のいのちをつなぐ会
モザンビ ーク共和国・ 紛争避難施設の水環境整備活動

モザンビ ーク共和国

カ ーボデルガド 州
13 19

公益財団法人 水島地域環境再生財団 瀬戸内海の守り 人 “海ボウズ”育成プロジェクト 岡山県倉敷市5 11

N PO 法人

エー・ ビ ー・ シー野外教育センタ ー
子ども たち のウエス作り が別府市の水環境を変えていく！ 大分県内6 12

認定N PO 法人

ホープ・ インタ ーナショ ナル開発機構
教えて!ト イレにまつわる保健と 衛生について エチオピア 南エチオピア州10 16

2 0 2 3 年度　 TO TO による活動支援

助成によって団体が実施し た活動の成果

う ちTO TO グループ参加人数 212人

活動参加人数助成先団体 活動回数

ゴミ 回収量

14,327人20団体

33,629㎏ 植樹本数 19,358本

保全整備し た
面積 15,200,248㎡

環境・ 衛生教育
参加人数 42,443人

海外設備設置
（ ト イレ、手洗い、給水タ ンクなど） 43基

有害生物の駆除・ 除去
（ 動・ 植物） 23,900匹･250㎏

870回

2,711万円

助成金 総額

© ELN A © モザンビークのいのちをつなぐ会

© アジア協会アジア友の会
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［ 代表者］  中舘 忠一

小泉ユニバーサルビーチユニット1

海岸清掃に参加した子どもたち

活動地である気仙沼市小泉地区は、東日本大震災で町全体が被

災しました。

震災から9 年が経過した2 01 9 年には小泉海岸海水浴場がオープ

ンしましたが、住民の津波体験による海離れは深刻で、更に、県内

最大高の防潮堤も 相まって訪れる方はいません。そこ で誰も が

安全に楽し めるよう な海岸づく りに加えて、小泉地区全体の賑わ

いづく り などを目的とし て地元有志が発起人と なり 、当団体を設

立しました。

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

保全整備した面積

1 0 回

4 0 0 人

5 ,8 0 0 k g

2 9 ,7 0 0 ㎡

結果

《 小学校3年生》

いっぱいゴミ を拾えたし 、お宝と も交換できて嬉し い。

《 教員：2 0代男性》

授業で課外授業があり、野鳥などの知識を取り入れたかった。望遠鏡で見る鳥は一度見たら忘れ

られない光景でし た。

《 30 代男性》

同級生がKU BU（ 団体の略称）に入っていて、一緒に清掃活動しないかと 誘われて来ました。いつ

も通っている道を少し 入るとこんなにゴミ があるとは思わなかった。こ れから入会してこ のよう な

活動に参加していきたいです。

《 60 代男性》

子供たちが小さ いころからこ のよう に楽しく 清掃活動をやることで、未来が少し でもよく なってい

く のかもね。おじさ んも 頑張らないと いけないね！

◎活動地域｜宮城県気仙沼市本吉町

◎助成期間｜1 年目

1 0 回

8 8 5 人

4 ,0 0 0 k g

ー

▶

▶

▶

▶

活動に関わっ た方の声

水環境を整え自然界を保全し ていく まちづく り ー海・ 山・ 川・ ビオト ープがある町ー

計画値

〈 定量成果〉

小泉地区ではゴミ 問題も 抱えており 、今までに清掃活動を

実施し てきまし たが活動するメ ンバーが固定さ れ、地域にお

ける交流も あまり 無いのが現状です。「 水環境を整えること 」

が、生きること・ 未来に残すこと・ 自然界を守ること 、こ の全て

に繋がると いう 想いを住民達と 共有し 、海・ 山・ 川・ ビオト ープ

全てがある小泉地区を住み続けら れる町にするため、住民・

他団体・ 行政を巻き 込んだ清掃活動や探鳥会事業を実施し

ていきます。

チラシ・ ポスタ ーでの参加呼びかけの効果があり 、6 歳～8 0 歳

までの新規参加者が来てく れまし た。また、他団体・ 行政・ 小中学

校も 積極的に参加し てく れたこと で連携も 向上し まし た。発見と

し ては、新たな活動地域とし た蕨野川・ 外尾川・ 田束山も 沢山の

ゴミ があること がわかりまし た。

1 回参加し た人は2 回目も 来ること がわかりまし たが、住民参加

率はまだまだ低いと 思っています。今回子供向けに新たにチャ

レンジし た「 宝探しビ ーチクリ ーン」など、集客のための魅力ある

清掃活動を考案し 、水環境に対する住民の意識をもっと 上げて

いきたいと 考えています。

実施結果

探鳥会

小泉海岸清掃

2 0 2 3 年度  助成先団体活動地域（ 海外）

2 0 2 3 年度  助成先団体活動地域（ 国内）

【 宮城県気仙沼市】

小泉ユニバーサルビ ーチユニット

（ P7 ）

【 千葉県習志野市】

N PO 法人 さ ざなみ （ P9 ）

【 山形県鶴岡市】

庄内自然博物園

構想推進協議会 （ P8 ）

【 小笠原、関東地域】

認定N PO 法人

エバーラ スティ ング・

ネイ チャー （ P1 0 ）

【 東京都日野市】

N PO 法人

おちかわの里

（ P2 4 ）

【 ウガンダ共和国 ムコノ 県】

認定N PO 法人 道普請人（ P1 7 ）

【 ウガンダ共和国

ブタ ンバラ 県】

N PO 法人

コ ンフ ロント ワールド

（ P1 8 ）

【 エチオピア 南エチオピア州】

認定N PO 法人

ホープ・ インタ ーナショ ナル開発機構

（ P1 6 ）

【 モザンビ ーク 共和国 カ ーボデルガド 州】

一般社団法人 モザンビ ーク のいのちをつなぐ会

（ P1 9 ）

【 徳島県全域・ 香川県東部地域】

N PO 法人 環境とく し まネット ワーク  （ P2 6 ）

【 岡山県倉敷市】

公益財団法人

水島地域環境再生財団（ P1 1 ）

【 神奈川県平塚市】

N PO 法人 暮らし・ つながる森里川海 （ P2 5 ）
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【 インド  ビハール州 バーガルプル県】

認定N PO 法人 ウォータ ーエイド ジャパン

（ P1 5 ）

【 フィ リ ピン ソ ルソゴン州】

公益財団法人

アジア協会アジア友の会

（ P1 4 ）

17

18

【 北海道札幌市】

N PO 法人

カラカネイトト ンボを守る会

あいあい自然ネット ワーク

（ P2 0 ）

【 大分市・ 別府市・ 日出町・ 杵築市】

N PO 法人

おおいた環境保全フォーラム

（ P1 3 ）

【 福岡県宗像市】

認定N PO 法人 改革プロジェクト

（ P2 1 ）

【 福岡県福岡市】

一般社団法人 ふく おかFU N

（ P2 2 ）

【 大分県内】

N PO 法人

エー・ ビ ー・ シー

野外教育センタ ー

（ P1 2 ）
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【 栃木県芳賀郡】

N PO 法人 オオタ カ保護基金 （ P2 3 ）

6 7

第
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回

国  

内

1
年
目



全国ヒシサミット

［ 代表者］  櫻井 修治

庄内自然博物園構想推進協議会

庄内自然博物園構想推進協議会は、「 都沢湿地や高館山、大山上

池・ 下池を自然学習のフィ ールド として、子ども たちをはじ め市民

みんなが自然と の一体感を享受できるよう に、自然と 触れ合う 機

会を創出しよう 」と いう 願いから 、20 11 年設立さ れまし た。

その理念のもと 、市民がいつでも 気軽に学習し 、豊かな自然環境

や生態系が維持さ れ、安全安心な活動ができるよう 、「 鶴岡自然

学習交流館ほとり あ」を開設し 、さ まざまな取り 組みを行っていま

す。

本プロジェクト では、こ れまでの事業を継続するとと

も に、湿地の水源地である「 ため池」に生育するヒ シ

やレンコ ンの活用を進め、市民による富栄養化の池

への水質改善を目指し ます。こ の取り 組みは、江戸

時代から 続く 浮草の権利を持つ浮草組合の活動継

続を支援すること にも なり 、環境保全活動が地域の

文化の存続につながること も 期待さ れます。また、

水質改善には、周辺地域の竹林の保全活動で生ま

れた竹炭を活用し た濾過システムを導入し 、広範囲

な地域の資源循環を目指し ていきます。

事業は計画通り 実施すること ができまし た。特に湿地資源の活用につい

ては、レンコ ンは昨年度の約5 倍ほどが活用さ れ、地元の保育園の給食

などで提供さ れ、「 食」を通じ た湿地教育に繋がっています。また、ヒ シに

ついても 昨年度は関係者のみが採取し ていまし たが、今年度は4 歳から

7 0 歳までの幅広い人が参画し 、調理するところまで体験すること ができ

まし た。その結果、浮草の権利を持つ浮草組合の活動や組合員のモチ

ベーショ ンも 高まりまし たが、株を持つ組合員に決定権があり 、幅広い世

代の組合員の合意形成まではたどり つけませんでし た。環境保全を通じ

て存続さ せていく 地域文化と は「 組織」なのか「 活動」、はたまた「 景色」な

のか、当会でもしっかり 議論し ていく こと が必要だと 感じ ています。

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

保全整備した面積

有害生物の駆除・ 除去

環境教育参加人数（ のべ人数）

4 8 回

2 ,0 2 1 人

8 5 k g

2 ,5 0 0 ㎡

2 3 ,9 0 0 匹

1 ,2 8 2 人

アメリカザリガニ

アメリセンダングサ、

セイタ カアワダチソウなど

結　 果

実施結果

本年度はN PO さ ざなみ設立2 年目の1 年であり 、今後の安定し た

運営に向けて重要な足場を築く 1 年でし た。毎月恒例の海辺の定

例清掃は安定し て継続できまし たが、定例外の清掃活動をもう 少

し 回数を増やし ていきたいと 思っています。

年に2 回のイ ベント（ 環境ミ ーティ ング、フォーラム）を開催できた

こと は大きな成果でし た。また、こ れまであまり 行えなかった習志

野市内に残さ れた手つかずの干潟において、生き 物観察会を開

催すること ができまし た。

来年度はいよいよ実際の水辺づく りに向けた取り 組みが始まる

ため、大きな基盤と なる1 年になったと 思います。

実施結果

《 4 歳、女の子》

はじめてボート に乗って楽しかった。

《 大学生》

今回はミ ズアオイ の保全活動だったのでその他の植物は刈り 取ったが、地域や目的に応じ て選

択的に刈り取っていく ことを学べて良かった。

《 3 0 代女性》

池の中でヒシの実がどのよう についているのか初めて知った。

《 6 0 代会社社長》

湿地の植物が昔は食べら れていたことに、びっく りした。来年は自分でもヒシの実を採取してみたい。

《 70代組合員》

浮草組合の未来について考えるよい機会になったし 、未来に繋がると 感じている。

2
［ 代表者］  島田 拓

N PO 法人 さ ざなみ3

◎活動地域｜山形県鶴岡市大山地域（ 大山下池、都沢湿地）

◎助成期間｜1 年目

4 2 回

1 ,7 5 0 人

5 0 kg

2 ,5 0 0 ㎡

1 0 ,0 0 0 匹

1 ,0 0 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

活動に関わっ た方の声

市民参加型の湿地資源の活用と 循環による持続的な湿地再生と 地域文化の継続の可能性の検討

計画値

さざなみスタッフ一同

当団体は、地元習志野の海辺保全、里山の生物多様性保全、地域

の方や学生・ 子供たちを対象とし た環境教育など幅広い活動を

行っています。「 未来の子供たちのために少し でも 身近な海を残

し たい」と の思いから 、2 0 2 0 年から 有志が立ち上がり 、1 歩ずつ

手作業で環境改善に取り 組んでいます。

東京湾奥の習志野埋立地の海辺において、人と 自然が共

存し 、持続可能な水辺環境を維持できるよう 海岸の保全活

動、周辺住民への環境教育活動を行っていきます。定期的

な海辺の清掃活動や水辺の生き 物観察会などを通じ 、未来

を担う 子供たちの生命へのあたたかい心、自身の住む街に

暮ら す意味や、一人の人間とし て責任を持った生き 方がで

き るよう に自立し た精神を 育んでいき たいと 考えて いま

す。

また、当団体が主催する各種講演会や勉強会において、東

京湾の環境保全に関わる学術団体、教育機関、行政、地元

企業などと 協働し 、豊かな水辺環境を実現さ せるための啓

発活動、政策提言なども 積極的に行っていきます。

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

植樹本数

保全整備した面積

有害生物の除去

環境教育参加人数（ のべ人数）

2 0 回

7 0 0 人

5 ,0 0 0 k g

1 0 0 本

1 0 ,0 0 0 ㎡

10 0 k g

2 0 0 人

結　 果

《 50 代男性》

茜浜は東京湾を一望できる穏やかな公園スポット ですが、防波堤を乗り 越えてテト ラポット の間

を覗く と 多数のゴミ が流れ着いていて、中には経年劣化でマイクロプラスチック化し ているも の

も多く 見られます。

私の勤務先では社員有志が集まり、勤務時間外に地域や社会に貢献をする活動を行っており 、さ

ざなみ様のご協力を得て総勢30 名で清掃活動を行いました。

習志野に住んで2 0 年以上が経ちましたが、これからも「 自分ができるサステナブルに繋がる社会

貢献は何か？」と いう 自問自答を続けて、茜浜の清掃活動を続けて参ります。

◎活動地域｜千葉県習志野市東京湾岸エリア

◎助成期間｜1 年目

2 0 回

7 0 0 人

3 ,0 0 0 k g

1 0 0 本

1 0 ,0 0 0 ㎡

1 0 0 k g

2 0 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

活動に関わっ た方の声

とり も どせ僕たち の海

計画値

湿地資源の採取（ レンコン）

湿地保全管理イ ベント

習志野環境フォーラム

茜浜海岸清掃

〈 定量成果〉
〈 定量成果〉

クヌギ・コ ナラ

98

第
18
回

国  

内

1
年
目

第
18
回

国  

内

1
年
目



小笠原中学生ゴミ 拾い

［ 代表者］  藤野 彰

認定N PO 法人 エバーラスティ ング・ ネイチャー

当団体は、ウミ ガメ 類の保全活動をし ていた「 インド ネシアウミ ガ

メ 研究センタ ー」の日本窓口とし て設立さ れ、2 0 0 2 年7 月に神奈

川県のN POとし て承認さ れました。現在、海洋ゴミ 問題は世界規

模の社会問題とし て深刻化し ています。一方、海洋ゴミ によるウ

ミ ガメ への影響度やマイクロプラ スチッ クに付着する毒素の影

響、長期的な変動については未解明の状況であるため継続的な

モニタリング調査が求めら れており 、環境保全活動と 併せて取り

組んでいます。

絶滅危惧種であるウミ ガメ 類の人工物の誤食状況の実態調査を、

小笠原で食用捕獲さ れるアオウミ ガメ に対し て実施し 、併せて広く

一般の方に海洋汚染の状況を実体験し てもらう こと を目的に、調査

から 得た海洋ゴミ サンプルを用いた体験型イ ベント を開催し ます。

他団体と の新規コ ラボイ ベント や外部講師を招へいし た講演会も

実施し 、新規参加者の獲得および対象者の拡充を目指します。

当団体がこ れまでに小笠原・ 関東でウミ ガメ の生態調査や誤食状況

の調査を実施し てきたこと から 、その情報を地域還元し ていく と い

う 意図も あり 、対象地域を関東および小笠原と いたし まし た。

小笠原諸島父島において食用捕獲さ れるアオウミ ガメ

の海洋ゴミ 誤食調査（ 捕殺個体調査）、普及啓発イ ベント

実施は計画通り もしく は計画書以上に進めること ができ

まし た。し かし ながら 、小笠原での海岸清掃に関し ては悪

天候や海況不良などの影響を受け、規定回数、規定人数

での実施に至りませんでし た。不足分については2 0 2 4

年度も 継続し て実施し て いき たいと 思います。また、普

及啓発イ ベント に関し ては、実施はできたも のの思う よう

に集客でき ず課題が残ったと 感じ ており 、オンラ イ ン会

場も 活用し ながら 、こ れら の課題に取り 組んでいき たい

と 考えています。

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

環境教育参加人数（ のべ人数）

5 0 回

1 8 0 人

2 5 k g

1 1 3 人

結果

実施結果

毎月1 回の取り 組みを継続すること で、延べ1 6 5 人の参加があ

り 、4 8 9 ㎏のごみを回収できたこと は、非常に大き な成果でし

た。ホームページ等を整備・ 活用すること で情報発信を行い、

地域での認識も 広がってきています。

活動において地元の高校生や大学生が継続的に活動に参加

する中で、自ら の問題と 捉える気風が生まれ、自分たちの探究

学習とし て現状と 課題など考えて発信をする等、人材育成に

も 成果がありまし た。今後は、回収活動を継続するとと もに、参

加者が日常生活の中でも 海ごみ減量化に取り 組めるよう 、行

動変容につな がる 働き かけに力を 入れて いき たいと 思いま

す。

実施結果

《 ボランティ ア・ 大学生》

ウミ ガメ の誤食調査では、人工物が入っている確率がかなり 高く て驚いた。紐状のも のが多く

て、釣りなどの影響を想像した。

《 ボランティ ア・ 大学生》

海洋ゴミ は意図的に捨てたも のが大半を占めると は思わないが、わかりやすい総菜のごみなど

が落ちていると 少し 憤りを感じた。

《 社会人》

改めて、海洋ゴミ の影響の大きさ を感じ ました。長い目で見ると 、いつか廃棄物になるも のを産

業は造り 出していて、造る時点で環境に対する責任が発生し ているのかなと 、新し い視点を得ら

れました。

4
［ 代表者］  石田 正也

公益財団法人 水島地域環境再生財団5

◎活動地域｜小笠原、関東 

◎助成期間｜1 年目

4 1 回

3 9 5 人

ー

1 0 0 人

▶

▶

▶

▶

活動に関わっ た方の声

絶滅危惧種であるウミ ガメ 類の海洋ゴミ 誤食調査と 普及啓発

計画値

海ボウズプロジェクト

倉敷市水島地域では、戦後、我が国を代表するコンビナート が建

設さ れ、高度経済成長を支えた一方で、公害問題が発生して倉敷

公害訴訟が争われまし た。こ の和解金の一部を基金に、2 0 0 0 年

3 月「 水島地域の生活環境の改善」を目的に水島地域環境再生財

団（ 略称：みずしま財団）が設立さ れました。

（ 活動1 ）用水路ごみ回収「 海ボウズ活動」の推進

倉敷市内の用水路のご みを 定期的に回収し ます。実施にあ

たっては、参加者に瀬戸内海を守る「 チーム海ボウズ」に登録

し てもら い、情報共有のためのLIN Eグループを立ち 上げるな

ど、ボランティ ア活動を組織化し て進めていきます。

（ 活動2 ）ホームページ、SN Sを活用し た情報発信

活動の呼びかけや、実施後の成果報告等を In s ta g ra m・

Tw itte r・ TikTo k・ faceb o o k・ LIN Eグループ等を活用し て情

報発信し ていきます。

（ 活動3 ）成果発表会の開催

ボランティ ア参加者による活動報告や水路ごみ削減に向けた

意見交流を行う こと で、成果を地域に広め、更なる活動の促進

を目指し ます。

《 高校生》

清掃活動を行って、一定期間（ 約2ヶ月）でまたかなりのごみが回収さ れたことに驚きました。海や

川でごみを回収すること も 大事だけど、もっと その先のごみを発生さ せないと いうことを考えて

いかないといけないと 思いました。

《 大学生》

一見きれいな川にたく さ んのごみがあることに驚いた。回収活動を通じて、身近な用水路でのご

み回収は、海にごみが流出するのを食い止める意味があることを実感すること ができた。

《 20 代女性》

ごみ拾いをト レジャーハント のよう に解釈することは、持続化し ていく ためのハード ル調整のヒ ン

ト になるかと 思いました。

◎活動地域｜岡山県倉敷市

◎助成期間｜1 年目

活動に関わっ た方の声

瀬戸内海の守り 人 “海ボウズ”育成プロジェ クト

親子で自由研究

家族で海洋ゴミ を考える

海ごみ・ プラごみ削減フォーラムでの展示

回収したごみの分別・ 重量測定

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

環境教育参加人数（ のべ人数）

1 2 回

1 8 9 人

4 8 9 kg

4 ,4 8 9 人

結果

1 3 回

2 4 9 人

ー

ー

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉
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海の冒険プログラム参加者

［ 代表者］  藤谷 将誉

N PO 法人 エー・ ビー・ シー野外教育センタ ー

当団体は、大分県内で「 青少年の健全育成・ 社会教育の推進・ 国際

理解の推進」などの活動を中心に諸事業を行っています。民間団

体・ 大学教授・ 教職員・ 社会教育主事などからメ ンバーを 募り 、ボ

ラ ンティ アや単発での活動に終わら ない団体とし て事業展開を

行っています。

また、住吉浜リゾート パーク内に冒険教育プログラ ムの施設を持

ち、人と 人と が関わり の中、コ ミ ュニケーショ ン・リ ーダーシッ プ・

チームワークなどテーマに沿ったプログラムを実施しています。

別府市は、別府湾と 鶴見岳の狭いエリアに囲まれた温泉地で

すが、下水道設備が市内全域に行き 渡っておら ず、一部の生

活排水は未処理のまま海川へ流さ れています。し かし 、そこ

に暮ら す多く の小学生たちはその事実を知りません。そこ で

小学校を対象とし た「 生活排水についての学習会」と「 ウエス

作り 」の授業を行います。自分達で作成し たウエスを自宅へ

持ち 帰り 、食器の汚れをふき 取る活動を通じ て「 水環境」に関

する啓発を行います。また、市内を流れる河川流域のゴミ 掃

除をすること で生活排水・ ゴミ 問題などに子ども たちや市民

の意識を 高めること を目的に別府市内の境川にてゴミ 拾い

イ ベント を実施します。

当初の計画通りに事業は進まずに変更を余儀なく さ れまし た。

計画では「 3 0クラ ス6 0 0 名へのワークショッ プ」と「 川辺のゴミ

拾いイ ベント 5 0 名参加者」を目指し ていまし たが、結果、「 2 市

にまたがり 2 校7クラ ス約1 7 5 名へのワークショッ プ 実施」に留

まり まし た。人数的には計画の3 0％程度、活動地が2 市に跨っ

たこと からゴミ 拾いイ ベント も 開催できませんでし た。

来年度以降は大分県内各地で学校への出張ワークショッ プを

実施する内容に計画を修正し 、挽回を図っていきます。

実施結果 本プロジェクト では、別府湾における海洋プラ スチック

などのゴミ 問題解決のため、大分市田ノ 浦ビ ーチ内に

海洋環境教育の拠点を 創出し 、SD G s目標1 4（ 海の豊

かさ を守ろう ）の達成に向けた啓発、教育活動を推進し

ていきます。また、別府湾沿岸の住民と ネット ワークを

構築し 、定期的な海岸清掃や海岸植生の手入れなどを

協働で実施し 、健全な海岸生態系の保全を図っていき

ます。

SD G s啓発のための展示用パネル、資料等を制作および展示用パー

ティ ショ ンを製作し 、田ノ 浦海浜公園レスト ハウス内に設置し てSD G s

啓発活動に活用しまし た。

また、子供たちを中心とし た次世代育成のための別府湾エコ  コ ース

ト 環境教育イ ベント（ 環境学習会、体験ワークショッ プ）を5 回開催し 、

計2 4 3 名の親子が参加しまし た。

別府湾沿岸地域の5 海岸を巡回し て開催し た当イ ベント は、他にも 地

域住民や大学生等の参加があったこと により 、延べ5 1 4 名の盛大な

も のと なりまし た。

加えて、本助成プロジェクト において協働で活動し た3 市1 町の人た

ちに声をかけて開催し た「 広域協働ネット ワーク交流会」には、N PO 、

地域住民、大学2 校（ 学生5 名）の方たちの参加が得ら れまし た。

実施結果

《 環境授業での感想（ 小学4 年生）》

・ ゴミ や汚れが川や海に行き、魚や鳥が死んでしまうこと が分かった。こ れからはウエスを使って

キレイな環境にしたい。

・ 1ミ リグラムの油を魚が住める水に戻すのに20 0リット ルの水がいることに驚きまし た。

・ ウエスが環境に良い事が分かり まし た。ウエスを 使って汚れを拭いて石鹸や水を 節約し たい

です。

・ ウエスを使ってお皿を拭いて、魚が住みやすい海になるために自分ができることをやっていき

たいです。

6
［ 代表者］  内田 桂

N PO 法人 おおいた環境保全フォーラム7

◎活動地域｜大分県内

◎助成期間｜1 年目

活動に関わっ た方の声

子ども たち のウエス作り が別府市の水環境を 変えていく！

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

環境教育参加人数（ のべ人数）

6 回

5 1 4 人

2 ,4 0 0 k g

2 4 3 人

結果

5 回

4 0 0 人

2 ,0 0 0 k g

2 0 0 人

▶

▶

▶

▶

計画値

ウミ ガメ 放流イ ベント

別府湾周辺では近年、高齢化・ 過疎化が進み、農村・ 漁村地域にお

いて自然環境の荒廃が進行し ています。そこ で大分県の豊かな

生態系および生物多様性を保全し 、健全な自然環境に修復、再生

し て次世代に継承する責務を担う ために当団体はN PO とし て設

立さ れました。

衣服を切ってウエス作り

小学校への出張授業

田ノ 浦ビーチ SD Gs環境教室

関の江海岸 ビ ーチクリ ーン《 女性：大学生》

色々な資料を集める中で海洋環境の現状を知ること ができて大変勉強になりました。

《 女性：大学生》

SD G sをテーマにし たワークショップが楽しく て、子供たちも SD G sを学ぶこと ができたと 思います。

《 小学校教諭：30 代女性》

と ても 良い環境教育プログラムでし た。学校でもこ のよう な環境教育を実施し たいと 思いまし た。

《 地域住民：5 0 代男性》

いつも 遊びに来ている海岸ですが、こ んなにたく さ んのプラスチックゴミ があることに驚きまし

た。また次回も参加したいと 思います。

◎活動地域｜大分県大分市、別府市、日出町、杵築市

◎助成期間｜1 年目

活動に関わっ た方の声

豊かな水環境を目指す　 別府湾エコ  コ ースト プロジェ クト

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

7 回

1 7 5 人

ー

結果

3 1 回

6 5 0 人

1 5 k g

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉
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［ 代表者］  篠原 勝弘

公益社団法人 アジア協会アジア友の会8 9

「 Clean  As You G o」活動参加者

アジア協会アジア友の会は、「 水」の供給から 始まり 、現地から の

要請を受けるかたちで、「 環境保全」「 教育支援」「 生活自立支援」

に関する活動を 行ってきまし た。地域の課題解決のために、4 分

野の事業を中心に必要な事業を 組み合わせ、地域の自立を目指

し ています。また、日本国内においても 、アジアや支援活動に関

心を持ってもらう ための啓発・ 広報活動を 実施し ているほか、全

国の会員がアジア支援や活動の輪をひろげるためのチャリ ティ

イベント 等を行っています。

ごみ処理システムが整わないフィ リピンの農村において、ごみ

の分別とリ サイクル、堆肥化促進により、不衛生な生活環境や水

環境を改善します。前年度に活動した村を拠点に、近隣の村や学

校等、より広範囲での活動を展開し ていきます。特に未来を担う

子ども たちやその保護者の環境意識を高め、将来にわたって地

域や地球の水環境の保全活動に取り 組む環境づく りにつなげて

いきたいと 考えています。

また、有機肥料を使った安全な野菜の栽培や地域の緑化により、

成長期の子ども たち の栄養改善や収入の少ない家庭の暮らし

を支えること で、事業が地域に定着し 継続するよう 推進します。

事業を計画していた時よりも 、活動をしていく 中で、より多く の方々

が関心を持ち参画して活動を展開すること ができました。地域の問

題、地球全体の課題などを共に解決していけるよう 、活動の輪を拡

げ、継続し ていく 環境づく り の大切さ を強く 感じ ています。一人の

力は小さ いですが、協力し 連携し ていく こと で多く のこと ができる

ことを実感できまし た。活動の一つ一つを見ていく と 、まだ改善点

も 多く ありますので、アイデアを出し 合いながら、解決策を模索し

ていければと 願っています。あきらめていた人々が今後も 様々な

課題に立ち向かえるよう 、共に活動していけることを願っています。

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

植樹本数

保全整備した面積

環境教育参加人数（ のべ人数）

「 堆肥化設備・ 農園」設置

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

4 4 0 回

5 ,8 3 3 人

1 8 ,9 5 0 k g

1 ,0 3 6 本

1 5 ㎢

3 ,3 1 6 人

4 基・ 4 箇所

5 ,6 9 6 人

3 ,3 1 6 人

パパイヤ、アボカド 、

カラマンシー、マングローブ他

結　 果

実施結果

《 アイザ・ ガラルデさ ん：3 0代・ 主婦》

私たちはセンタ ーで堆肥の作り方を学び、支援し ていただいた機材と 苗木で学校に農園を作り

まし た。農園からはたく さ んの種類の野菜を収穫すること ができ、子ども たちの毎日の食事に使

うこと ができてとても 助かっています。

《 行政農業担当者》

堆肥化や植物栽培の成功体験を通して住民が自信を持ち、積極的に生活や地域を変えようと 活動してい

ること がとても 嬉し いです。彼ら がより 前向きに取り 組めるよう 、サポート 体制を充実していきたいです。

《 タ ブラック小学校生徒》

海辺の清掃やオンラインへの参加を楽し みました。私たちは、他の国がその地域の清潔さ をどの

ように維持しているかを知って驚いています。

◎活動地域｜フィリピン ソルソゴン州マト ノッ グ町 カマチレス村及び近隣の村

◎助成期間｜1 年目

1 5 0 回

4 ,9 6 0 人

2 ,6 0 0 k g

3 0 0 本

1 0 ㎡

7 3 0 人

4 基・ 4 箇所

1 ,0 0 0 人

7 3 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

活動に関わっ た方の声

住民主体のごみ管理 クリ ーンでグリ ーンな地域・ 学校・ 水環境のために

計画値

子ども たちによるクリーンアップ活動  

きのこ栽培研修

〈 定量成果〉

イ ンド の水・ 衛生問題は、気候変動による水不足、水質汚染、設備の維

持管理不足、住民の衛生関連の知識不足など多様であり 、現地政府・ 住

民が主体と なってこ れら の問題を持続し て解決するためには、多様な

水・ 衛生問題に関する住民の知識向上、水・ 衛生担当機関の能力向上な

ど包括的な取り 組みが不可欠です。

本プロジェクト では、水質検査およびその結果を踏まえた対応策の実

施、給水設備の維持管理の体制を構築し 、人々が持続し て安全な飲料

水を得ら れるよう にし たほか、人々が手洗い等の衛生習慣を 継続し て

実施するよう 、コ ミ ュニティ 、学校、母子保健センタ ーにおいて衛生習

慣の啓発を実施し まし た。

実施結果

［ 代表者］  古米 弘明

認定N PO 法人 ウォータ ーエイド ジャパン

故障し ていた給水設備

（ 手押しポンプ式井戸等）の修理

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

1 3 基

3 ,5 7 2 人

1 5 ,6 7 3 人

結　 果

1 0 基

2 ,0 0 0 人

2 ,5 0 0 人

▶

▶

▶

計画値

母子保健センタ ーでの衛生研修

清潔な水、衛生的なト イレ、正し い衛生習慣。健康で尊厳ある暮ら

しに欠かせないこ の3 つを届けることで、ウォータ ーエイド は世界

でもっと も 貧困で、社会的に取り 残さ れがちな人びと の暮らし の

改善を図っています。水・ 衛生分野の専門性を活かし 、現在では、

世界3 4か国に拠点を置き、アジア、アフリカ 、中南米など計2 6か

国で水・ 衛生プロジェクト を実施し ています。

地下水の水質汚染なら びに給水設備の維持管理が

課題であるインド  ビハール州バーガルプル県におい

て、水質検査およびその結果を踏まえた対応策の実

施、給水設備の維持管理の体制を 構築するこ と で、

人々が持続し て安全な飲料水を得ら れるよう にし ま

す。また、「 モデル」とし て、現在壊れたままになってい

る井戸などの給水設備を改修・ 整備するほか、医療体

制が整っていない農村部においてコ ロナ感染が爆発

的に拡大したこと をう けて、人々が手洗い等の衛生習

慣を 継続し て 実施する よう 、学校や母子保健セン

タ ー、コ ミ ュニティ において衛生習慣の啓発を実施し

ていきます。

《 チャンダ・ デヴィ さ ん：30 代女性》

ウォータ ーエイド が手押しポンプを修復する前は、いつも 水が溜まり、汚れていて、病気の恐れが

ありまし た。ウォータ ーエイド の改修と 排水溝建設のおかげで、私たちはこれらの問題から解放

さ れ、清潔できれいな水を利用できるよう になりまし た。

《 アキレシュ・ ランジャンさ ん：4 0代男性》

水質モニタリングに関するト レーニングによって、私たちの村のために水質を監視できるよう に

なりました。研修を受けるまでは、私たちの責任や水質の重要性を認識していませんでした。

◎活動地域｜インド  ビハール州バーガルプル県 　

◎助成期間｜1 年目

活動に関わっ た方の声

インド  ビハール州における水・ 衛生プロジェクト

学校における衛生セッショ ン

修理前の井戸

修理後の井戸

〈 定量成果〉

© アジア協会アジア友の会 © ウォータ ーエイド ジャパン

© アジア協会アジア友の会

© アジア協会アジア友の会

© ウォータ ーエイド ジャパン

© ウォータ ーエイド ジャパン

1 51 4

第
18
回

海  

外

1
年
目

第
18
回

海  

外

1
年
目



［ 代表者］  木村 亮

認定N PO 法人 道普請人11

環境ト ーク光景

道普請人は、開発途上国の農村地域の活性化に向けた農民自身

による農道整備を支援し 、世界の貧困削減に寄与することを目的

に、2 00 7年に設立さ れました。

開発途上国の問題を、現地に適し たやり 方で、そこに住む人々自

身で解決し ていく こと を目指し 、エンジニアとし て適正技術の開

発を進め、現地住民への技術移転、定着化を 進めています。多く

の開発途上国では農道などのインフ ラ 整備が進んでいないた

め、その手助けとして、誰にでも できる「 土のう 工法」による道づく

り を 中心に活動し ています。また、現地の生活環境の改善やコ

ミ ュニティ 住民の生計向上、植樹活動にも 取り組んでいます。

《 70 代女性》

整備さ れた泉のすぐ近く に2 0 年以上住んでいます。泉の水は汚く 、かろうじ て洗濯には使えまし

たが、調理に使う 水は隣村の井戸まで汲みに行っていました。年をとっているので、遠く まで水を

汲みに行って運ぶのが大変でし た。こ のプロジェクト で泉を保護してく れて蛇口も ついたので、綺

麗な水が簡単に汲めるよう になってとても 嬉し いです。ありがとう ございまし た。

《 小学校7年生女子》

育苗場での活動に参加することで、苗床作成、種まき、ポット への植替えなど色々なスキルを学び

まし た。育苗管理に加え、木を植えること で環境保全に繋がることも 知りました。環境啓発のワー

クショッ プでは、気候変動の意味やその影響、そし て植林がその影響を食い止める一助と なるこ

と も学ぶこと ができました。

◎活動地域｜ウガンダ共和国 ムコノ 県 ナキスンガ副郡

◎助成期間｜1 年目

活動に関わっ た方の声

泉の保護、植林を通じ た強靭なコ ミ ュニティ 整備

子どもたちによる育苗活動

泉の保護・ 整備

［ 代表者］  ベア ジェ フリ ー

認定N PO 法人 ホープ・ インタ ーナショ ナル開発機構10

完成した新しいト イレの前で

ホープ・ インタ ーナショ ナル開発機構は、「 住む場所に関係なく 、

すべての人々が生きていく ために必要で基本的な権利が保障さ

れ、それぞれが持つ能力を 十分に発揮できる機会が与えら れる

べきだ」と いう 信念のもと 、活動を行っています。途上国の中でも

最も 貧しい人々が技術・ 知識を身に付けられるプロジェクト や、身

近にあるも のを有効活用すること で、経済的に自立したコ ミ ュニ

ティ が作れるよう な開発活動に取り 組んでいます。

本プロジェクト では、エチオピア・ バガラ 郡に位置するバガラ

小学校の児童における保健と 衛生面の改善を目的とし て学

校ト イレ 女児用1 基4 個室の建設を行います。また過去2 回

のTO TO 水環境基金による学校ト イレの建設を通じ 、コ ミ ュ

ニティ および学校の児童が「 生理」について適切な知識と 生

理用品がないこと から 不衛生な状況であること が判明し た

こと から 、学校ト イレと 衛生啓発活動のみなら ず、児童や保

護者に対し て生理について理解を深めるための授業も 実施

します。加えて 「 G irlsクラブ」の立ち上げを通じ て、児童が生

理などについて相談できるよう なクラブ活動をサポート し て

いきます。

バガラ 小学校に手洗い場つきの学校ト イレ（ 4 個室）を建設し 、衛

生啓発活動も 同時に実施しまし た。既存のト イレは1 個室のみで

汚物で汚れており 、児童たち が安心し て利用できる状況ではあ

り ませんでし た。新し いト イレの脇に手洗い場を 設け衛生環境

が改善さ れ、勉学に励む環境が整備さ れまし た。また、新たな取

り 組みとし て生理に関する授業を 行いまし た。知識も な いまま

突然迎える生理の恐怖を女子児童から 聞き 、不適切な処理が行

われている現状を目の当たりにし 、課題の大きさ を感じ まし た。

布ナプキンを提供し 、ト イレの利用そし て生理に関し ても 人とし

ての尊厳が守られるインパクト の大き い活動になりまし た。

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

学校ト イレ設置

手洗い場設置

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

9 0 回

5 0 0 人

1 基

1 箇所

4 5 0 人

1 ,2 0 0 人

結果

実施結果 ムコノ 県では、安全な水へのアクセスが課題であり 、一つ

の給水ポイ ント での集水が過密し ています。また、小学

校では燃費の悪い旧式かまどを使用し ており 、給食の準

備がままなら ない上、薪を大量使用するため地域の森林

伐採に拍車をかけている状態です。

本プロジェクト では、水へのアク セスと 環境保全に着目

し 、県内で水へのアクセスが最も 乏し いナキスンガ副郡

にて新たに泉の水源保護設備を 設置し ます。また、ナマ

クワ小学校にて環境ク ラ ブ の生徒と 育苗・ 植林を行い、

環境意識を醸成すると 共に地域の森林保全に寄与し て

いきます。

安全な水へのアクセスが非常に低いルセラ 村の泉を保護し 、蛇口と

家畜の水飲み場を設置すること によって、住民7 0 0 名の水へのアク

セスが容易になりまし た。また、ナマクワ小学校に育苗場を設置し 、

環境クラ ブ の生徒7 0 名が主体で育苗に取り 組み、1 6 ,0 3 0 株の苗

木を生産すること ができまし た。育苗を頑張った証に小学生1 7 9 名

に文房具をプレゼント し 、生徒の家族に多大に感謝さ れまし た。

3 村の住民や小学生に対し ては、安全な 水利用、衛生、環境啓発

ワークショッ プを実施し 、コ ミ ュニティ 全体の意識改革と 行動変容に

貢献し まし た。

実施結果

《 3・ 4 年生児童》

きれいなト イレを利用できるよう になって嬉し いです。手洗い場も できて清潔に利用できるよう

になったので、清潔に保てるよう に頑張って掃除をしていこうと 思います。

《 バガラ小学校校長》

こ れまでのト イレは大変汚く 汚物で汚れていたため、児童たちが使いたがりませんでし た。プラ

イバシーが守られたト イレを設置してもらい、子どもたち、特に女性児童がト イレを安心して使え

るよう になったと 思います。ありがとう ございます。

《 20 代女性》

一晩布ナプキンをつけてみたけど、こんなに着け心地の良いものは初めて。重い荷物を持って市

場に行く 必要があり、生理の時は本当に大変だったので、これはと ても 良い！

◎活動地域｜エチオピア 南エチオピア州オイダ地区

◎助成期間｜1 年目

7 0 回

4 5 0 人

1 基

1 箇所

4 5 0 人

1 ,2 0 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

活動に関わっ た方の声

教えて!ト イレにまつわる保健と 衛生について

計画値

ナプキン配布

ト イレ建設活動

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

植樹本数

保全整備した面積

環境教育参加人数（ のべ人数）

「 ルセラ村泉の水源保護施設」設置

「 ナマクワ小学校育苗場」設置

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

1 5 回

2 7 8 人

1 6 ,0 3 0 本

1 5 ha

1 0 0 人

1 基

1 箇所

8 0 0 人

1 3 1 人

計1 6 種

結　 果

1 1 回

2 3 8 人

1 5 ,0 0 0 本

1 5 ha

1 0 0 人

1 基

1 箇所

8 0 0 人

1 5 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

© HO PE Jap an © 道普請人

© HO PE Ja p a n

© HO PE Ja p a n

© 道普請人

© 道普請人

1 71 6

第
18
回

海  

外

1
年
目

第
18
回

海  

外

1
年
目



簡易手洗い装置の製作

［ 代表者］  荒井 昭則

N PO 法人 コンフロント ワールド  

コ ンフ ロント ワールド は、「 不条理の無い世界の実現＝生活と 権

利が保障さ れ、誰も が自分で未来を 決めら れる社会の実現」を

目的に2 0 1 8 年に設立さ れた国際協力N G O 団体です。「 紛争・ 貧

困などによって困難な状況にある人々の自律を後押し する」「 情

報と 選択肢を 届け、人々の社会貢献を 後押し する」の2 つをミ ッ

ショ ンに、学生・ 社会人スタッ フ が力を 合わせ、学校建設や衛生

施設の整備を行っています。

ウガン ダ共和国の農村部ブタ ンバラ 県では片道2 ～3

時間かけて水を汲みに行く 必要があり 、学校にも 通え

ない子供が存在し ています。また、新型コ ロナの影響に

より 、石鹸と 手洗い設備を手に入れること が困難になっ

ています。現地パート ナーN G O と 協力し 、家庭用ト イレ

建設、貯水タ ンク・ 浄水フィ ルタ ー建設、石鹸生産施設

などのインフ ラを整備、現地コ ミ ュニティ への衛生指導

を実施するプロジェクト を推進し 、同地域における感染

症予防のための水インフラ 支援に取り 組みます。

2 3 年度実績とし て水衛生事業の受益者は8 ,0 0 0 人強と いう 結果に

なりまし た。一年を 通し て衛生教育を推進し な がら 、家庭用ト イレや

貯水タ ンクの建設を行いまし た。

衛生教育は手洗い装置の設置と 手洗い指導をメ イ ンに実施し 、学校

や保健センタ ー等の公共施設と 家庭に必要物資と 情報を届けること

ができまし た。

また、HIV 感染者がいる家庭に優先的にト イレを建設し 、感染症や誘

拐などの脅威を減ら すために尽力し まし た。

現在は地道な活動に思えますが、こ のよう な取り 組みや教育によって

地域全体の衛生意識と 衛生状態が向上し 、現地住民の経済状況や教

育の発展につながっていく ことを確信し ています。

実施結果

ナティ ティ 平和の家において、深井戸から の給水方法をスムーズにす

るために建設し た給水タ ワーにより 、こ れまで外壁から の給水が不安

定で苦し んでいたスラ ムの住民に大変喜ばれています。加えて、地下

タ ンクにゴミ が入り 込まないよう に鉄筋製の頑丈な蓋を設置し たこと

で常に衛生的な水が得ら れるよう になりまし た。

またエスパンサオン地区においては共同水場を新設、地下タ ンクを整

備し たこと により 、住民たちが円滑かつ効率的に、安全な水にアクセス

できるよう になり まし た。調査結果から 当地区では水道を敷設し ても

水が出ないこと が判明し ていること から 、次年度以降に手掘り 深井戸

を掘削し て水不足の解消を図っていきます。

こ れらにより、両地区の約1 0 ,0 0 0 人の住民たちの水・ 衛生環境の改善

に貢献すること ができまし た。

実施結果

《 現地N GO 関係者》

1 棟のト イレにつき、用を足すための2 つのピット（ 穴）と 、洗身施設があります。特に子ども がHIV

陽性者の家庭にト イレを建設しました。支援いただきありがとうございまし た。

《 ブタ ンバラ 県住民》

学校の近く に貯水タ ンクがあるため、子どもたちが遠く から水を汲みに行く 時間が短縮さ れまし

た。また、子どもたちが授業に集中できるよう になったため、7 0 0 人の子どもたちの学業成績が

向上し ています。さらに浄水フィ ルタ ーの建設により 、子ども たちは安全できれいな水を飲むこ

と ができるよう になりました。

12
［ 代表者］  榎本 恵

一般社団法人 モザンビーク のいのちをつなぐ会13

◎活動地域｜ウガンダ共和国ブタ ンバラ県 

◎助成期間｜1 年目

活動に関わっ た方の声

ウガンダでのト イレ建設、貯水タ ンク 建設、石鹸生産

地下タンクの穴掘り

モザンビーク共和国では、人口の大半が貧困状態にあり 、多く の

解決困難な課題を 抱えています。モザンビ ーク のいのちを つな

ぐ会は、そこに生きる人々の生命の尊厳向上に貢献するため、住

民一人ひとり が生き抜く ために必要な「 知識と 知恵」を手に入れ、

自ら の力で解決できるよう 支援し ています。 スラム地区での教育

施設の整備・ 運営、開発の遅れている農村地区での水道インフ ラ

の整備や衛生教育の実施、伝統文化をルーツと するアーティ スト

の活動支援など、生活の質を改善する活動を展開しています。

モザンビーク北部で激化するテロ・ 紛争の避難民が流

入するペンバ市において、当会が建設し た避難施設・

ナティ ティ 平和の家（ Casa  d e  Paz）に昨年度設置し た

深井戸から の給水方法をスムーズにするために給水

タ ワーを設置。またエスパンサオン地区に共同水汲み

場を新設し 、本活動で地下タ ンクを整備します。

モザンビ ーク北部のテロ・ 紛争避難民を含めたスラ ム

の住民が、円滑かつ効率的に安全な水にアクセスでき

ること で、住民の生命を守ると 同時に、衛生的な暮らし

の改善に貢献します。

《 スラムの住民：1 0 代女子》

蛇口から水がでる量が多く なった。う れし い。

《 避難民：20代女性》

いつも遠く まで水を買いに行っているので、水汲み場ができるのはと てもいい。

《 スラムの住民：3 0 代女性》

蓋の設置でタ ンクの中にゴミ が入らなく なって、きれいになった。

《 平和の家の住民：3 0 代女性》

みんなのためにたく さ んの人が働いてく れてすごいと 思った。

◎活動地域｜モザンビーク共和国カーボデルガド 州ペンバ

◎助成期間｜1 年目

活動に関わっ た方の声

モザンビーク 共和国・ 紛争避難施設の水環境整備活動

活動参加人数

「 地下タ ンク蓋、給水塔、地下タ ンク」設置

「 ナティ ティ 平和の家

 エスパンサオン共同水場」設置

受益者数（ 実人数）

4 7 人

3 基

2 箇所

1 0 ,0 3 5 人

結果

5 0 人

4 基

2 箇所

1 0 ,0 5 0 人

▶

▶

▶

▶

計画値

家庭用ト イレ建設中

石鹸を使った手洗い指導

給水塔工事

地下タ ンクの蓋づく り

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

学校への貯水タ ンク建設

家庭用ト イレ建設

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

1 1 回

1 0 2 人

1 基

1 6 箇所

8 ,3 5 2 人

8 ,0 4 0 人

結果

1 1 回

1 0 2 人

1 基

1 6 箇所

5 ,9 6 2 人

5 ,7 5 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

©コンフロント ワールド  © モザンビ ークのいのちをつなぐ会

© コンフ ロント ワールド  

© コンフ ロント ワールド  

© モザンビークのいのちをつなぐ 会

© モザンビークのいのちをつなぐ 会
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参加者の集合写真

［ 代表者］  綿路 昌史

N PO 法人 カラカネイトト ンボを守る会 あいあい自然ネット ワーク

篠路福移湿原（ し のろふく いし つげん）は札幌市に残るわずかな

湿原です。こ の湿原にはカラ カネイトト ンボをはじ め貴重な生き

物たちが生息していますが、近隣業者による埋め立てで消えよう

としています。

当会は、湿原に残る自然を子ども たちの故郷とし て残し たいと 強

く 思った地元の市民と 当時の札幌拓北高校理科研究部顧問によ

り 1 9 9 7 年に設立さ れまし た。札幌市北区あいの里地区を 中心

に、篠路福移湿原保全・ 保護活動をはじ め、身近な自然を守る活

動を行っています。

札幌市北区あいの里・ 篠路福移地区の水環境を継

続し て豊かにするために、地域住民の方と 共同で

池沼の浚渫作業や湿原植物の植栽、ヤナギや外来

性草本などの除去を行い、準絶滅危惧種に指定さ

れているカラ カネイトト ンボ（ 体長2 .5 ㎝）をはじ め

と する湿原の動植物の保全を目指します。

また、大学生がリ ーダーと なり 、高校生と 共にト ン

ボを指標とし た環境調査を行う こと で、生物や自然

環境に興味を持ち 、具体的な活動を実践できる人

材の育成へと つなげていきます。

今年度は新型コ ロナが5 類に移行し たこと を受け、全てのイ ベント をコ ロ

ナ前と 同じ 形式で行う こと ができまし た。イ ベント は、回覧板での案内や

当会のHP、SN Sの他に、口コ ミ などで広めていただいたこと も 相まって参

加者の8 割以上が地元住民の参加でし た。プロジェクト 名でも ある「 ト ンボ

を指標に」の部分については、浚渫作業の効果により 、高い多様性を保つ

こと ができています。

事務局の運営にはまだまだ改善できる点があると 考えており 、今年度の

活動の振り 返りを2 0 2 4 年度に活かし ていきたいと 思っています。

実施結果

2 回の子ども 向け海岸清掃などを通じ て子ども たちの環境に対する意識

を高め、海を大切にする心を育てること ができまし た。離島で行った取り

組みでは地域社会と の連携も 感じ てもらい、持続可能な未来への一歩と

なりまし た。自分たち が暮ら す地域をさ ら に知る機会にも なったと 思い

ます。

計画より 多く の参加者を募ること ができまし たが、今後は企画内容をさ

らに充実さ せること 、引き 続き 活動を継続し ていく こと で、より 多く の子

ども たちに参加し てもら い、さらに環境への意識を高めていき たいと 考

えています。また子ども たちの自律的な活動を促すよう な内容も 盛り 込

み、充実を図っていきたいと 考えています。

実施結果

《 1 0 代男性》

1 年足らずの間に採れるト ンボが変わっていることにと ても 驚いた。

《 4 0 代男性》

自然環境を守っていく こと の大切さと 難しさ を身をもって知ること ができた。

《 2 0 代男性》

高校生のと き 以来に参加し たが、改めて大変な作業であると 実感できた。と 同時にと ても 楽し

かった。

《 大学生》

アキアカネが大幅に減少し 、ナツアカネだらけになってしまっていることに非常に驚いた。来年以

降の動向がと ても気になる。

14
［ 代表者］  立花 祐平

認定N PO 法人 改革プロジェクト15

◎活動地域｜北海道札幌市北区あいの里

◎助成期間｜2 年目

活動に関わっ た方の声

あいの里でト ンボを 指標に豊かな水環境を つく ろう！

冒険ゴミ 拾い「 AD VEN TU RE Lite」

子ども たちが裸足で走れる砂浜を取り 戻したいと の思いから 、初

期メ ンバー3人で2 01 0 年に団体を設立しました。

スポーツと いう 手段を用いること によって、防犯と 環境分野にお

ける課題の解決を 目的とし た活動を 進めています。活動を 通じ

て、個々人のウェ ルビ ーイングが高まり 、心豊かに暮ら せる社会

の実現を目指します。

こ れまでの活動の中で、環境意識の高い参加者に

対し て「 どのよう なきっかけで そのよう な意識が醸

成さ れたのか？」と 問いかけてみると 、共通し ていた

のは子ども 時代の経験でし た。それは釣りであった

り 、マリンスポーツであったり 、家族と 海で遊んだ思

い出であったり 。子ども 時代の“心が動く ”経験の有

無が、海辺の環境改善のための強い 動機づけに

なっていること を 知りまし た。し かし 昨今では、子ど

も たちの遊びが多様化し ており 、海で遊んだ経験が

乏し い子ども たち が増えています。未来を担う 子ど

も たち に向けて、海と の強い結びつき を 感じ る、心

が動く 体験をつく ること を 本プロジェクト の目的と

し ています。

《 小学生》

外国のゴミ もたく さ んあって、他の人にもむやみにゴミ を捨てないよう に呼びかけようと 思った。

《 中学生》

砂浜に大きなゴミ が落ちていることに驚いた。どこにゴミ を捨てても 海に流れていく ことになる

ので、ゴミ を捨てないよう にしようと 思った。

《 高校生ボランティ ア：女性》

たく さ んの刺激をもらえる良い経験ができたと 思います。

《 保護者：40代男性》

子どもたちが環境について考える非常に良い機会になった。

◎活動地域｜福岡県宗像市 

◎助成期間｜2 年目

活動に関わっ た方の声

子ども の意欲を育む環境教育プログラ ムの展開

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

2 回

8 3 人

1 8 0 kg

結果

2 回

4 0 人

2 0 0 k g

▶

▶

▶

計画値

湿原での生物調査

ト ンボ池の整備

オリジナルのト ングを作る

地元の漁師さ んと櫓漕ぎ体験

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

植樹本数

保全整備した面積

有害生物の除去

環境教育参加人数（ のべ人数）

1 0 回

2 0 2 人

2 0 k g

5 0 0 本

4 0 0㎡

1 5 0 k g

8 6 人

ノ ハナショウブ、タ チギボウシ、

エゾリンド ウ、サワギキョ ウ

ミ クリ 、ヨ シ

結　 果

9 回

1 1 0 人

1 0 kg

3 0 0 本

3 0 0㎡

1 0 0 kg

5 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉
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FU Nクリ ーンアッ プデー

［ 代表者］  大神 弘太朗

一般社団法人 ふく おかFU N  

福岡市に面する博多湾は、多様な生物の生育空間とし ての機能

を持つ一方で、河川から の生活排水の流入による汚染等で、生態

系を 脅かす課題を 抱えています。当団体は、博多湾の魅力や課

題、自然の不思議・ 素晴らしさ を、ダイバーの目線から 多く の方に

伝えること で水環境を守っていく ことを目的に2 0 1 4 年に設立し

まし た。「 自然伝承」を理念に掲げ、人々がふるさ と の海を誇り に

思い、豊かな自然が次の世代に伝承さ れていく ことを目指し てい

ます。

海洋生物の作用により 大気中から 海中へ吸収さ れた二酸

化炭素由来の炭素は「 ブルーカ ーボン」と 呼ばれ、海草や海

藻が繁茂する藻場はこ の吸収源とし て脱炭素社会に繋がる

重要な機能を 有し ていると 注目さ れています。し かし な が

ら 、博多湾の藻場は減少傾向にあり 、そこ で形成さ れている

生物多様性もまた失われつつあります。

本プロジェクト では、藻場の減少により 失われつつある生物

多様性を保全するため、福岡の海において「 海を元気にする

海草」アマモの再生・ 造成活動を行います。

アマモを増やすこと により 、浅海域の磯焼け、貧酸素、地球

温暖化と いった様々な海の問題解決を目指すと と も に、地

域社会に向けた発信・ 啓発を行う こと で、豊かな海づく りに

繋げていきます。

「 ダイ バーだからこ そ」の視点を以て海の魅力を十分に発信し な

がら 、アマモ場の再生・ 造成活動を実施すること ができまし た。ア

マモ花枝の採取・ 種子の選別・ 苗の植え付け・ 種子の投げ入れな

どをリアルに体感できる場の中で行ったこと で、海洋環境保全へ

の気持ちをポジティ ブな感情と と も に醸成すること ができ たと

思います。また、研究・ 教育機関や漁業関係者などと 連携し なが

ら 活動を行ったこと で、より 効果的なアマモ場づく りを実施する

こと ができ たと 考えています。メ ディ ア取材も 増加し 、活動を広

く 発信すること ができまし た。

実施結果

《 参加者：2 0 代》

アマモの花枝を探すのが宝探し のよう で、幼少時代と 同じく らい夢中になった。

《 参加者：3 0 代》

様々な立場の方と 同じ 思いで活動に取り組めたこと は、と ても良い経験になった。

《 参加者：4 0 代》

「 動く 機会」「 考える機会」になるので、貴重な時間だと 感じた。

《 参加者：5 0 代》

ひとりではできない体験も 、こう やってみんなで体験する機会を作っていただいたこと で一歩を

踏み出すこと ができた。
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◎活動地域｜福岡県 博多湾および、その近海 

◎助成期間｜2 年目

活動に関わっ た方の声

「 海を 元気にする海草」アマモ場再生・ 造成プロジェ クト

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

植樹本数

環境教育参加人数（ のべ人数）

海へ投げ入れたアマモ種子数

1 1 回

6 3 4 人

1 ,6 5 4 本

4 2 6 人

2 0 ,0 0 0 粒

アマモ

結　 果

5 回

3 9 9 人

1 ,5 0 0 本

3 9 3 人

5 ,0 0 0 粒

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

小学校での環境授業

アマモ種子選別

〈 定量成果〉

今年度、ハスの植栽地・ 保全地が新たに2 か所加わり 、4 か所にな

りまし た。こ れは当初の目標の2 倍になります。そのう ちの1 か所

は面積も 広く 、ハスの花も 見事なこと から 、地域の人にも 愛さ れ

る場所になってきまし た。また、湿地に生息する希少な水生生物

も 多数確認さ れており 、年間7 回開催し た観察会には、町内外か

らたく さ んの子ども たちがこ の場所を訪れ、自然や生きも のと 触

れ合う よう になりまし た。ハス茶については、パッ ケージデザイン

も 完成し て、販売まであと 一歩のと こ ろまで来まし た。当初の目

標のプロジェクト 期間内での販売開始は達成できませんでし た

が、今年中には販売開始予定です。

実施結果

［ 代表者］  遠藤 孝一

N PO 法人 オオタ カ保護基金17

ハス茶の試飲

オオタ カ保護基金は、那須野ケ原において、オオタ カの密猟監視

を中心とした保護活動を目的に、1 98 9年に設立さ れました。オオ

タ カをはじめと するワシ・ タ カ類の調査研究や生息環境の保全活

動を 通じ て、環境保全型社会の構築を 推進し ています。また、自

然の中での遊びを通じ 、自然と 共にある暮らし を 学べる「 サシバ

の里自然学校」を運営するなど、幅広い活動を展開しています。

栃木県市貝町には、里山の指標種と 言われるタ カ・ サシバ

（ 絶滅危惧Ⅱ類）をはじ め様々な 野生生物が生息し ており 、

環境省の重要里地里山にも 選定さ れています。一方で、生

産者の高齢化や耕作に労力がかかること から 、耕作放棄さ

れる谷津田が増加し 、生物多様性が劣化し つつあり ます。

そこ で、耕作放棄さ れた谷津田にハスを栽培すること で、水

辺・ 湿地とし て再生し 、絶滅危惧種の両生類や水生昆虫の

生息場所、サシバの餌場を確保し つつ、ハスの葉や花、レン

コ ン等を販売する生産活動につなげ、地域の生物多様性保

全と 経済活動をリンク さ せた持続可能な地域づく り 、美し

い景観の形成や高齢者の生き がい創出、イノ シシによる獣

害対策等の地域課題の総合的解決を目指します。

《 作業の協力者：6 0代男性》

重機を利用して水路の補修などができて大変ありがたい。

《 調査員：60代》

こ れだけたく さ んの希少種がみられるところは、あまりない。

《 小学生》

いろいろな生きものが見られて、楽しかった。

《 20 代：女性》

ニホンアカガエルの産卵場所や卵塊を初めて見て感激した。

◎活動地域｜栃木県芳賀郡市貝町

◎助成期間｜3 年目

活動に関わっ た方の声

サシバの里 ハスの花咲く 水辺と 生きも の復活プロジェ クト

観察会： 生き物の説明

重機を使っての植栽地整備

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

植樹本数

保全整備した面積

環境教育参加人数（ のべ人数）

3 6 回

1 9 7 人

3 0 本

1 ,0 0 0 ㎡

8 9 人

結果

1 4 回

6 8 人

5 0 本

1 ,0 0 0 ㎡

4 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉
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田んぼでの学び

［ 代表者］  澤村 あゆみ

N PO 法人 おちかわの里

おちかわの里は、老後住みやすい町、ワーキング世代にとっては

週末のんびり 過ごせる町、子育てし やすい町、子ども がのびのび

育つ町、そし て地域で多世代の交流がますますさ かんな町づく

り に寄与すること を 目的に2 0 2 0 年に設立さ れまし た。「 落川交

流センタ ー」を 拠点に、地元自治会と 複数の市民活動団体が協

働で地域交流を 促進するよう 、さ まざまな活動を 展開し ていま

す。

「 落川交流センタ ー」の雑木林は、敷地内の雑木林の樹

齢が高く なり 、人が踏み固めるため若木が育たず、瀕死

の森になって います。そこ を 利用する 市民と と も に、

ワークショッ プ形式で地中の水と 空気の循環を 取り 戻

し 、森を 再生さ せます。また、敷地内の防災井戸、ビ オ

ト ープ 、田んぼ、森を 通じ た水の循環を 取り 戻し 、田ん

ぼの生き 物調査で生物の多様性を取り 戻すこと を実証

し ていきます。

3 年間かけてきた森の改善活動ですが、１年目にはこ れまで花をつけ

なかった桜が満開になり 、２ 年目には野原の真ん中に泉が湧き 出し て

水路を作り 、周囲の植生が変わってく ると いう 大きな変化がありまし

た。３ 年目は、その変化を確かめるべく 、園内で見ら れる植物や鳥、昆

虫などを 調べ、イ ラ スト でわかる園内生き 物マッ プを 完成さ せまし

た。こ れにより 、公園に足を運んだ方々が、みずみずしく 蘇った園内の

様子や、それによって多様に見ら れるよう になった植物や生き 物に興

味と 愛着を持ってく れるよう になったと 思います。

実施結果

馬入水辺の楽校のフィ ールド ミ ュージアム化を目指し 、草刈り などの

環境管理活動やバタ フライガーデンづく り 、生きも の広場づく り 、自然

ガイド 版の設置などに取り 組みまし た。また、お魚調べや川の自然楽

校、夜の生きも の調査など多様な催しを開催し まし た。SD G s運動を促

進するため「 湘南ピクニック土手の下のSD G s」や初の試みである大展

示会を開催し 、活動のPRも 行いまし た。

結果とし て、催し 回数７５ 回、参加者数1 ,9 4 5 人の成果を上げること が

でき、毎日地球未来賞の大賞を受賞いたし まし た。

実施結果

《 3 0 代女性》

最初はどこを刈ればよいのかわからなかったけど、自然が作る形に合わせて草刈をすると いう 目

で風景を見たら、風が通る道が分かった気がする。

《 3 0 代母》

子ども が、汚れても いいと 思ったと たん、こ んなにも 田んぼの中で泥だらけではしゃいで遊ぶと

は思いませんでした。なんて楽しそう な顔で笑う んだろう 。

《 小学校6 年生女子》

爪の先ほどの小さ な虫も 、マイクロスコ ープで拡大し てみると 、動きがユーモラスだったり 可愛

かったりするのが、新鮮だった。

18
［ 代表者］  臼井 勝之

N PO 法人 暮らし・ つながる森里川海19

◎活動地域｜東京都日野市落川

◎助成期間｜3 年目

活動に関わっ た方の声

落川交流センタ ー・ 森と 水の再生事業

湘南ピクニック（ 灯火の夕べ）

自然の遊び場「 馬入水辺の楽校」を 活動拠点に、地域の自然環境

の保護・ 保全活動、川の自然と 触れ合える場づく り 、子ども たちを

対象にし た環境学習活動の実践に取り 組んでいます。2 0 0 1 年4

月に設立。運営体制を 強化し 、運動の輪を 地域へ広げよう と 、

2 0 1 7 年5 月にN PO 法人に生まれ変わりました。ウナギの棲む川

づく り 運動や生き物の王国づく り など、人と 生き物が共存し たま

ちづく り 運動に取り 組んでいます。

馬入水辺の楽校のフィ ールド ミ ュ ージアム化を 目指

し 、市民参加による「 見える化プロジェクト 」を展開し 、

自然生態園とし ての機能整備に取り 組みます。「 森と

海はつながる」をコ ンセプト に相模川流域での自然環

境の保全活動、環境教育活動を実践します。

こ れら の活動を通し 、馬入水辺の楽校の長期運営の仕

組みづく り を構築する中、環境市民の育成を 図り 、当

法人の活動基盤の強化に結びつけていきます。

《 小学生》

今日はバタフライガーデンを耕しました。途中で雨も 降ったりして気持ちよかったです。

《 参加した小学生の父》

蜘蛛の巣やコ ウモリ などそれほど珍しく ない生物も 、知識を持って観察すると いく らでも 楽し む

こと ができると 知りました。

《 小学生》

ナイト ウォークでは、かっこ いいオオミ ズアオに出会えまし た。近づいて写真を撮ったけどう まく

撮れなく て、何度も 何度も 挑戦しまし た。みんなに写真の撮り 方を教えてもらって、最後にとって

もかっこよく オオミ ズアオの顔が撮れて嬉しかったです。

◎活動地域｜神奈川県平塚市

◎助成期間｜3 年目

活動に関わっ た方の声

湘南いきも の楽校プロジェ クト「 子ども が元気、生き物元気、地域が元気」

マップづく り

生き物調査

ナイト ウォーク：ライトト ラップ

バタフライガーデンづく り

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

環境教育参加人数（ のべ人数）

7 5 回

1 ,9 4 5 人

1 ,9 4 5 人

結果

3 9 回

5 8 0 人

5 8 0 人

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉助成対象事業の活動回数

活動参加人数

植樹本数

保全整備した面積

環境教育参加人数（ のべ人数）

1 3 回

2 8 1 人

8 本

3 ,0 0 0 ㎡

7 2 人

結果

1 9 回

2 5 1 人

0 本

3 ,0 0 0 ㎡

5 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉
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こ れまで の助成先団体一覧（ 国内）

2 72 6

夕日に映える流木アート

［ 代表者］  島田 公

N PO 法人 環境とく しまネット ワーク

環境とく しまネット ワークは、広く 徳島県民全てに対し 、自然と 社

会の共存のあり 方を創造し 、自然共生型社会づく りに貢献する活

動を行い、地球上の環境と 生態系の保全、消費者保護に寄与する

こと を 目的に2 0 0 8 年に設立さ れまし た。こ れまでに培ってきた

環境や消費者、省エネルギー問題に対する幅広い知識や関連の

資格を活かし 、環境保護や森林保全、省エネ推進、消費者保護、家

づく り 支援など、さ まざまな活動を推進しています。

徳島・ 鳴門海岸にゴミ と 打ち 上がる空のペット ボト ル。近

年、海洋中のマイクロプラ スチックが生態系に及ぼす影

響が懸念さ れ、海洋汚染は地球規模で拡大し ています。

多く のプラ スチック製品を生産、消費する日本の私たち

も 無関係ではなく 、地域における海岸漂着物対策の現状

に気付き 、次世代にどう 残し 、つないでいく かを活動の目

的とし ています。

海洋プラ スチック の問題を「 私たち が今取り 組むべきこ

と 」と 捉え、一人でも 多く の方々に、「 廃プラ 」「 サーマルリ

カ バリ ー」「 プラ 3 R」を考慮し て賢く 付き 合い、瀬戸内の

未来を想像し て海ゴミ 問題に真剣に取り 組んでもらう た

めのアクショ ンを展開できればと 考えています。

今年度後期には、未完だった瀬戸内地区一部の広域海ゴミ 活動の

フォローアッ プ (今治・ 山口・ 東香川)を 始め、前期で作製し た「 流木

アート 」の移設展示(鳴門ウチノ 海総合公園内)、せとう ち 鳴門海岸

海ゴミ 現状報告パネル展等を開催しまし た。

また、追加特別活動報告会を３ 箇所(丸亀市・ 鳴門市２ 箇所)で開催

し 、こ の３ 年間支援いただいた活動報告とし て「 ゴミ 箱化し たせとう

ち」の現状を広く 地域市民の方々に周知できまし た。

「 脱炭素チャレンジカッ プ2 0 2 4 」での企業団体賞を 受賞し 、鳴門市

長への活動報告が実現するなど、予想以上の活動成果が達成でき

まし た。

実施結果 実施結果

《 脱炭素チャレンジカッ プ参加者：神奈川県在住4 0 代主婦》

関東からすれば瀬戸内海は遠く 、大変きれいな海のイメ ージがありまし たが、今回の最終プレゼ

ンを見て、海岸には想像をはるかに超えた環境問題が山積し ており 、活動のタ イト ル「 ゴミ 箱に

なった海」はその表現にグッと きまし た。そし て、素人芸術家集団が作製し たと いう「 流木アート 」

には大きな興味があります。

《 鳴門市環境政策課職員40 代男性》

当団体の活動は例年の清掃活動も さ ること ながら、これまで公的ならびに企業系でも 現地調査

さ れていなかった鳴門海岸の現状と 課題の根拠がよく 理解できるのではと 報告を楽し みにし て

います。

20

◎活動地域｜徳島県全域・ 香川県東部地区

◎助成期間｜3 年目

活動に関わっ た方の声

せとう ち・ 鳴門「 ゴミ 箱になった海」再生化プロジェ クト

活動に関わっ た方の声

流木アート 作り

鳴門海岸清掃

結　 果助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ゴミ 回収量

保全整備した面積

環境教育参加人数（ のべ人数）

1 4 回

4 6 人

6 8 0 ㎏

3 ,6 4 8 ㎡

3 7 9 人

結果

3 回

4 0 人

5 0 0 ㎏

3 ,0 2 0 ㎡

0 人

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉
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© 環境とく しまネット ワーク

0 02 6

第
16
回

国  

内

3
年
目

第
16
回

国  

内

2
年
目

N o . 活動地 団体名

北
海
道

1 北海道 カラカ ネイト ト ンボを 守る会 あいあい自然ネット ワーク

2 北海道 ぱん ぱん ぱんぷきん

3 北海道 森を たてよう ネット ワーク

4 北海道 山のない北村の輝き

東
　
北

5 青　 森 小川原湖自然楽校

6 青　 森 白神山地を 守る会

7 岩　 手 紫波みら い研究所（ 代表団体）

8 岩　 手 わが流域環境ネット

9 宮　 城 梅田川せせら ぎ緑道を 考える会

10 宮　 城 川崎町の資源を いかす会

11 宮　 城 カ ワラバン

12 宮　 城 小泉ユニバーサルビーチユニット

13 宮　 城 宮城県淡水魚類研究会

14 宮　 城 杜の都仙台ナショ ナルト ラスト

15 宮　 城 リ アスの森応援隊

16 山　 形 鮭川村自然保護委員会

17 山　 形 庄内自然博物園構想推進協議会

関
 

東

18 茨　 城 W a te r D o o rs

19 茨　 城 N PO 環～W A

20 茨　 城 御前山ダム環境センタ ー

21 栃　 木 オオタ カ 保護基金

22 栃　 木 わたらせ未来基金

23 群　 馬 さ なざわ里山だんだんの会

24 群　 馬 緑の家学校

25 埼　 玉 比企自然学校

26 千　 葉 印旛沼広域環境研究会

27 千　 葉 印旛野菜いかだの会

28 千　 葉 さ ざ なみ

29 千　 葉 し ろい環境塾

30 千　 葉 ふるさと 生き がいづく り

31 千　 葉 ほたる野を 守るN O RAの会

32 千　 葉 森のライフ スタイル研究所

33 千　 葉 八千代市ほたるの里づく り 実行委員会

34 東　 京 荒川クリ ーンエイド・フォ ーラム

35 東　 京 おちかわの里

36 東　 京 白子川源流・ 水辺の会

37 東　 京 ぜんかんれん

38 東　 京 D EXTE-K

39 東　 京 森のライフ スタイル研究所

40 神奈川 海×TECHプ ロジェ クト 実行委員会

41 神奈川 海の森・ 山の森事務局

N o . 活動地 団体名

関
 

東

42 神奈川 エバーラスティ ング・ ネイチャ ー

43 神奈川 おさ かなポスト の会

44 神奈川 暮らし・ つながる森里川海

45 神奈川 小網代野外活動調整会議

46 神奈川 サーフ ライダーファ ウンデーショ ンジャパン

47 神奈川 浜っ 子ト ラスト チーム

48 神奈川 ほのぼのビーチ茅ケ崎

49 神奈川 ヨ コ ハマ倉造空間

中
 

部

50 新　 潟 高根フ ロンティ アクラブ

51 新　 潟 新潟水辺の会

52 新　 潟 ねっと わーく 福島潟

53 富　 山 金山里山の会

54 富　 山 福光ふるさと の森を再生する会

55 石　 川 金沢エコ ライフ 事業実行委員会

56 福　 井 アマモサポータ ーズ

57 山　 梨 えがおつなげて

58 山　 梨 ゼロファ クト リ ー

59 長　 野 ステップ アップゼミ

60 岐　 阜 M Y

61 岐　 阜 大富山を 愛する会

62 静　 岡 浜松N PO ネット ワーク センタ ー

63 静　 岡 はるの山の楽校

64 愛　 知 Clea rW a te rPro j e ct

65 愛　 知 虹のと びら

66 愛　 知 ネイチャ ーク ラブ 東海

近
　
畿

67 三　 重 海っ 子の森

68 滋　 賀 神山区いい顔づく り 委員会

69 滋　 賀 清水川湧遊会

70 滋　 賀 たかし ま有機農法研究会

71 滋　 賀 旅するおさ かなサポータ ー

72 滋　 賀 家棟川流域観光船

73 滋　 賀 夢工房

74 京　 都 川と 海つながり 共創プロジェ クト

75 京　 都 水源の里連絡協議会

76 京　 都 プ ロジェ クト 保津川

77 京　 都 ほたる祭改善プロジェ クト 委員会

78 大　 阪 環境教育技術振興会

79 大　 阪 大阪みどり のト ラスト 協会

80 大　 阪 花だんごネット ワーク

81 大　 阪 ふく てっく

82 兵　 庫 「 峠池」 を 考える会



こ れまで の助成先団体一覧（ 海外）こ れまで の助成先団体一覧（ 国内）

こ れまで の助成状況

第 1  回

第 2  回

第 3  回

第 4  回

第 5  回

第 6  回

第 7  回

第 8  回

第 9  回

第1 0 回

※第3 回、第1 2 回は、TO TO 創立周年記念事業とし て助成金を増額。

2 0 0 5 年 1 0 月～2 0 0 6 年 9 月

2 0 0 6 年 1 0 月～2 0 0 7 年 9 月

2 0 0 7 年 1 0 月～2 0 1 0 年 9 月

2 0 0 8 年 1 0 月～2 0 0 9 年 9 月

2 0 0 9 年 1 0 月～2 0 1 0 年 9 月

2 0 1 0 年 1 0 月～2 0 1 1 年 9 月

2 0 1 2 年   4 月～2 0 1 3 年 3 月

2 0 1 3 年   4 月～2 0 1 4 年 3 月

2 0 1 4 年   4 月～2 0 1 5 年 3 月

2 0 1 5 年   4 月～2 0 1 6 年 3 月

1 ,0 9 0 万円

1 ,5 6 0 万円

8 ,0 5 1 万円

1 ,2 0 0 万円

1 ,1 0 2 万円

7 5 1 万円

9 8 0 万円

1 ,0 0 7 万円

1 ,3 0 0 万円

1 ,4 3 0 万円

1 2

1 2

2 9

1 6

1 8

1 0

1 6

2 0

2 5

2 2

回 期　 間 金　 額 団体数

第1 1 回

第1 2 回

第1 3 回

第1 4 回

第1 5 回

第1 6 回

第1 7 回

第1 8 回

第1 9 回

2 0 1 6 年   4 月～2 0 1 7 年 3 月

2 0 1 7 年   4 月～2 0 2 0 年 3 月

2 0 1 8 年   4 月～2 0 2 1 年 3 月

2 0 1 9 年   4 月～2 0 2 2 年 3 月

2 0 2 0 年   4 月～2 0 2 3 年 3 月

2 0 2 1 年   4 月～2 0 2 4 年 3 月

2 0 2 2 年   4 月～2 0 2 5 年 3 月

2 0 2 3 年   4 月～2 0 2 6 年 3 月

2 0 2 4 年   4 月～2 0 2 7 年 3 月

1 ,5 5 6 万円

9 ,5 3 1 万円

1 ,7 5 2 万円

2 ,4 6 5 万円

2 ,6 5 6 万円

2 ,7 4 7 万円

2 ,4 7 8 万円

2 ,7 3 3 万円

2 ,7 6 0 万円

2 4

3 5

1 0

1 0

1 0

1 2

1 1

1 3

1 1

回 期　 間 金　 額 団体数

累計 4 億7 ,1 4 9 万円 のべ 3 1 6 団体

2 92 8

N o . 活動地 団体名

近
 

畿

83 兵　 庫 アンビシャス コ ーポレ ーショ ン

84 兵　 庫 松蔭高等学校 Blue  Ea rth Pro j e ct

85 兵　 庫 高砂海浜公園海辺の保全集いの会

86 兵　 庫 武庫川の治水を 考える連絡協議会

87 奈　 良 景観ボランティ ア明日香

88 奈　 良 自然再生と 自然保護区のための基金

89 和歌山 ゴミ ンゴ・ ゴミ 拾いネット ワーク

中
 

国

9 0 鳥　 取 山王さ ん周辺活性化協議会

91 島　 根 飯梨川再生ネット

92 島　 根 千鳥のお堀を 学ぶ会

93 岡　 山 水島地域環境再生財団

94 広　 島 大羽谷川流域の環境を 考える会

95 広　 島 京橋川かいわい あし がるクラ ブ

9 6 広　 島 酒屋地区自治会連合会

97 広　 島 もりメ イト 倶楽部Ｈｉ ｒ ｏ ｓ ｈ ｉ ｍａ

98 山　 口 小串ヤマグチサンショ ウウオ保護・ 保存会

四
 

国

99 徳　 島 川塾

10 0 徳　 島 環境とく し まネット ワーク

101 愛　 媛 エコ・ ライフ 夢幻村

102 愛　 媛 久保・ 肱川源流を 想う 会

103 愛　 媛 宮前川クリ ーンネット

104 高　 知 こう ち森林救援隊

105 高　 知 し まんと 黒尊むら

10 6 高　 知 大正中津川「 やまびこ 会」

107 高　 知 橘若者会

108 高　 知 西土佐環境・ 文化センタ ー　 四万十楽舎

九
 

州

109 福　 岡 アク アリ ング委員会

110 福　 岡 遠賀川流域住民の会

111 福　 岡 改革プ ロジェ クト

112 福　 岡 香月・ 黒川 ほたるを 守る会

113 福　 岡 笹尾川水辺の楽校運営協議会

114 福　 岡 津古ふるさと 会

115 福　 岡 つやざき 千軒いきいき夢の会

116 福　 岡 中谷地区まちづく り 協議会

117 福　 岡 東朽網校区まちづく り 協議会

118 福　 岡 火山里山保全交流会

119 福　 岡 ふく おかFU N

120 福　 岡 横代校区まちづく り 協議会

121 熊　 本 次世代のためにがんばろ 会

12 2 熊　 本 どんぐり プ ラット ホーム

12 3 熊　 本 やまんたろ 　 かわんたろの会

N o . 活動地 団体名

九
 

州

124 大　 分 エー・ ビー・ シー野外教育センタ ー

12 5 大　 分 おおいた環境保全フォ ーラム

126 大　 分 佐伯広域森林組合

127 大　 分 関の江海岸の自然を 守る会

128 大　 分 冷川のホタ ルと 親し む会

12 9 大　 分 水辺に遊ぶ会

13 0 宮　 崎 M FV会

131 宮　 崎 高千穂森の会

132 宮　 崎 日本スキムボード 協会

133 宮　 崎 みやざき技術士の会

13 4 鹿児島 郡山マグニチュード 21

135 沖　 縄 おきなわ環境塾

13 6 沖　 縄 オン・ ザ・ ロード

137 沖　 縄 宜野湾の美ら 海を 考える会

13 8 沖　 縄 珊瑚舎スコ ーレ

N o . 活動地 団体名

海
　
外

1 インド ICA 文化事業協会

2 インド ウォ ータ ーエイド ジャパン

3 インド D eep a k Fo u nd a tio n

4 インド 日本水フォ ーラム

5 インド ネシア オイスカ

6 インド ネシア 日本インド ネシアN G O ネット ワーク

7 カンボジア W o rld  A ssistan ce  fo r Cam b o d ia  a n d  Ja p an Re l ie f fo r Cam b o d ia

8 中　 国 環境資源保全研究会

9 中　 国 ひふみや〔 自然農法〕

10 ネパール ウォ ータ ーエイド ジャパン

11 ネパール ミ ランク ラブジャパン

12
パキスタ ン・

イスラム 難民を 助ける会

13 バングラ ディ シュ 日本下水文化研究会

14 東ティ モール ウォ ータ ーエイド ジャパン

15 フィ リピン アジア協会アジア友の会

16 フィ リピン イカ オ・ アコ

17 フィ リピン ハロハロ

18 フィ リピン フリ ー・ ザ・ チルド レン・ ジャパン

N o . 活動地 団体名

海
　
外

19 ベト ナム 国際開発救援財団

20 ベト ナム 国際海洋科学技術協会

21 ベト ナム プラン・ インタ ーナショ ナル・ ジャパン

22 ミ ャンマー アジアチャイルド サポート

23 ミ ャンマー オイスカ

24 ミ ャンマー ブリ ッ ジ　 エーシア　 ジャパン

25 ウガンダ コ ンフ ロント ワールド

26 ウガンダ 難民を 助ける会

27 ウガンダ 道普請人

28 エスワティ ニ ウォ ータ ーエイド ジャパン

29 エチオピ ア ホープ・ インタ ーナショ ナル開発機構

30 ケニア STAN D  ALIVE

31 ケニア Tea m  N AKU SCO（ 長崎ケニア住血吸虫症制圧大作戦）

32 ケニア フリ ー・ ザ・ チルド レン・ ジャパン

33 ケニア 道普請人

34 スーダン ホープ フル・ タッ チ

35 スーダン ロシナンテス

36 モザンビーク モザンビークのいのちをつなぐ 会



TO TO グループが取   り 組む環境貢献活動
TO TO グループでは、日本におけるTO TO 水環境基金以外にも 国内・ 海外で　  　 様々な環境貢献活動を行っています。主な取り 組みをご紹介いたします。

中華環境保護基金会 TO TO 水環境基金 植樹活動

清掃活動
小学校向け節水授業

2 0 0 8 年に中国における「 TO TO 水環境基金」とし て設立し 、これまで

に孤児院への商品寄付や水環境に関する教育、大学生への奨学金

支給、給水設備建設支援など、中国大陸における節水・ 水資源の保全

に寄与し てきました。

2 0 2 1 年には中国民政部主宰のメ ディ ア団体である公益時報から 中

国での優秀なCSR活動企業とし て「 2 0 2 1 中国企業社会責任観察報

告」優秀事例に入選しまし た。

日本では「 Ｔ ＯＴ Ｏどんぐり の森づく り 」を 2 0 0 6 年に開始。社員が自分

たちの手で拾ったどんぐり を職場や家庭などで育てて森に返し 、地域の

皆様のご協力のもと 植樹後も 草刈り などを行っています。

また、海外グループ会社でも 、植樹活動を定期的に実施し 、環境保護へ

の貢献に加え、社員と その家族の環境保護意識の向上を図っています。

TO TO グループでは世界中の拠点で周辺清掃を実施し ています。

清掃活動を通じ て、その地域で事業活動をし ている感謝の気持ちをあら わすとと も に、海洋ごみの多く

が陸地から のごみが原因と なっていると いう こと をグループで共有し 、海洋ごみの削減と いう 目的意識

も 持って、地球環境の保全に貢献し ています。

地域の小学校に出前授業を 行い、身近な生活での節水が、地球環境

や水資源の保全に加え、CO ₂削減につながること を学んでもらう 環境

教育を行っています。

3 13 0


